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準素子と比較して最大で 1.2 倍の発光効率が得られ、本材料の有用性を実証した。 
 第 3 章では、準平面型骨格がもたらす密なπスタック構造を形成するという特徴を
利用して、ディスプレイでの光取り出しや太陽電池での光取り入れという点で重要な、 
 

























kcal/mol から 29.3 kcal/mol に増加し、ヘリカルな構造として室温での光学分割が可能
になった。いずれの化合物も円偏光発光特性を示し、その強度を表す異方性因子  (g 値 ) 















































士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 28 年 2 月 22 日、論文
内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準
を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
  
 
 
 
